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島根県下に於ける秋落の様相
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　農業上水田の秋落は大きな問題になつている。島根県

に於ても各地の秋落の披害は相当なものであり，本学植
　　　　　　　　　　　　　　　　　（24ノ
物病学研究室に於ても穐を続けているJ他にも秋落

についての研究もあるが，未だ秋落についての明確な定

義もないので実験調査に先んじて筆者等は秋落について

次の如く定めた。即ち稲か生育の前半期には正常な発育

をしているが，後期に至つてその生育状態を悪くする種

々の原因によつて稲体の栄養障害を起し，収穫期に至つ

て収量の意外に少くなる現象を秋落と云うことが出来る

ようである。そして収量が少いのは生育期間中の澱粉形

成量が少い事に帰結するのではないカ）と考えられる。澱

粉の形成にはブォスフォリラーゼが関与しているから収

量の多少もこの酵素の活性により大きな影響を受けると

思われる。

　秋落と関係ある稲胡麻葉枯育の発生には稲胡罧葉枯庸

菌が稲体1を侵し，その結果秋落現象を助長する場合と，

秋落状態になるような条件下に生育した稲は稲胡麻葉枯

病が発生し易いと考える場合とがある。両者いずれの場

合に於ても普這水田栽啓稲といくらか異るであろう。之

等の点を尭埆しようとして舌特に植物沫内ブォスブォリ

ラーゼ漬圭の変比と稲胡麻葉枯膚発生の麗係について実

験調査しこ。更に橋斑周辺に於ける澱粉の滞磧とその原

因又ブォスブォリラーゼの活性との関係並びにこれが秋

落現象に及ぼす影響につき，2・3の実験を行つたので報

告する。

　この実験1調査を為すに当り，秋落田供試水稲を恵与さ

れた安来市飯梨町，太ヨ豊秋氏並びに供試水稲各品種の

種籾を分与願つた本学育種学研究室に享く感謝の意を表

する。叉種々援助された当研究室員諸氏に深謝する。

　　　　　　　巫婁験方法及ぴ樹料

供試水稲は秋落に弱い品種として新旭・愛知旭・宝テ

強い品種には農林／8号・農林22号・農林ろ7号を用いた。

1956年5月1日に各品種籾をポツトに播踵し，6月／5日に
ユ

砺三ワグネルポツトに移植した。各品穫共1晶種につき

ポツト3個宛を用意し夫々苗／本宛を移植した。ポツト

には秋落田に近一、’状態に土を盛り養分を流失しやすくし

た。その方法は第／図の如くである。叉別に秋落田栽培

稲と比較する為供試水稲苗は各品種1株3本植とし，ろ

株づつ合計／8沫を普通水田（松江市儘富町）に移植した。

　尚秋落田栽培水稲のアォスブォリラーゼ活性の変fヒと

稲胡麻落枯膏の関係壬観察するため秋落地帯水田（安来

市飯梨町）に栽培された農林3ア号　（秋落に強い品種とし

て島根県の奨励品種）についても調査実験を行つた。

　稲胡旅葉椿盾菌は筆者等が／956年1月，罹病籾から純粋

分離した菌株を用いた。供試菌は稲藁煮汁寒天培養基上

に300◎で10～／5日間培養した。水稲葉に対する菌の接種

はビニールで覆つた湿室中で行い接種源には上記培養胞

子を殺菌蒸溜水に懸濁し之を噴霧接種した。葉鞘に対す
　　　　　　　　　　（2u、
る菌の接遼は坂本の方法によつて行つた。接種後の温度

は30．Cに保つた。

　水稲葉輸中のブォスブォリブーゼ活性の実験には相見
　　1．L
の方法を参考として試薬を調製した。ブォス7オリラー

ゼ測定法は午前8．寺30分から9時までの間に切りとつた葉

鞘を，24時間3rC暗而こ放置し徒手により薄片とし之を

葡萄糖一／一隣酸溶液中に入れ一定時間30。○暗所に保つた。

この切片中に生成された澱扮の位置，量は，ルゴール液

による呈色程度を検鏡するこ一とにより比較した。30oO，24

時間の暗処理で澱扮が消失しない場合があるので対照と



一84一 島根農科大学研究報告 第6号A　（1958）

して葡萄糖十燐酸の代り蒸溜水に切片を投入し前記と

同様操作して検鏡しすこ結果を差引いて新たに形成された

澱扮量をもつてフォスフォリ≒一ゼの活性とした。

　上述のように澱扮の量をもつてブォスブォリブFゼの

揖性度を示し，澱紛か全く形成されないものを（一），澱

粉形成が極めて少いものを（土），澱紛の存在を認めたも

のはその程奏により5段階1こ分け（十什冊冊…）とした。

即ち（洲）は，組織中に澱扮が最も多く形成されたもので

ある一εし対照区も同様にして澱陽量を差引いた・

　　第1図　秋落剛こ逓、’状態に土を盛つたポツト

　　　　　　　　　　　　1。秋落田表土
　　　　　　　　　　　　　2、秋落田心土

　　　　　　　　　　　　　3・排水茎よくする為に砂

　　　　　　　　　　　　　　を入れた叉排水孔には
　　　　　　　　　　　　　　石を置いた
　　　　　　　　　　　　　4。ガラス管でつくりポツ
　　　　　　　　　　　　　　　トの申にぼ水のあるご

　　　　　　　　　　　　　　と確めヵ雨の日ば漏水

　　　　　　　　　　　　　　する様にポツトの栓を
　r　　　　　　　　　　　　　按いておいた◎

　　　　　　　　皿案験繕果

τ）葡萄鐘一ト燐駿溶液に投入した稻嚢鞘切片の澱粉形

　威に嚢する蒔聞

　葉鞘切片を暗所に24時間放置した後，この切片を葡萄

糖十隣酸溶液中に投入して形成された澱粉量が一定に

なるまでに要する時間を測定する為，次のき実験を行ろ

た。即ち稲葉鞘を暗所に放置して澱粉を消失させた後，

徒手晒片を作りま基質溶液に投入し明所に置いて2時間

毎に取り出して澱粉の形成状態を検鏡観察した。その結

果は第／表二如くで，明所においては基質溶液に浸漬し

た稲葉鞘中の澱扮形成量は8～／0時間で一定となり，以

後は大きな変七う潔められなかつたので以後の実験には

20｝24持間切†二基質に浸漬したものについてフ才スフォ

リラーギの胃生二測定すろことにしテこ。

　　　第／表稲葉輸〕十が言萄糖十燐酸溶

　　　　液中て澱易二形成j■ろに要する時間’

一
1

’

16農林37号L＿

．

外刈内側
■

■

I ■
山　1

1内側
一

0 ’ ！一1一 一

2 十 ± 十 ±

4 什 ± 一H・ 十ト

6 冊 十 冊 什

8 冊 什 冊 什

10 冊
十
ト 冊 冊

2）稻蘂並ぴに葉輸内の澱粉分布状態とフ宥スフ宥リラ

　田ゼの胃陛部値

葉鞘内に於ても各部位により澱粉の分布状態は異り，暗

所に放置してもその消失程度は異ると考えられる。ブォ

スブォリラ←ゼの活性変も同一であるとは考えられない

ので，予めこの関係を知るため前記6品種の稲葉鞘及び

稲葉について観察しすこ。その結果各品種とも稚苗の方が

葉輸内の澱粉が多かつた。葉鞘内の澱紛粒分布は葉緑素

の多い部分に多かつた。ブォスブォリラhゼの活性は

導管。厚膜細胞・表皮細胞・機動細胞には筆者等の行つ

た実験では活性が認められなかつた。尚切片を暗所に放

置しても澱粉は節に近い下部及び葉鞘の外側で消失し難

く，これに反し上部及び葉鞘の内側では消失し易い。こ

の状態は第3図に示した。

第2図稲葉鞘並に葉切片の各部名称

　　　　　I葉輸　皿葉

／

扉価

肉側
瞳

衰

皮

胞

1．雑暦実

鴻動挑
牛緯暗菓
ヒ厚瞭絶餓

（1二こで外側勺測ヒあるのは第2図D如く区別した）



第3図

野津幹雄：島根県下に於ける秋落の様相

稲葉鞘勾c澱扮分布状態並にブォスブォリラーゼの活性

ム　葉堵上部と下部に於ける殴紛滞漬（採坂盲後）

一85’

b

a．葉鞘上部：澱扮は夕卜側に多いが全庫としては少い

b．葉鞘下部：葉鞘上部に比して極めて多い

lB．暗処理による駿粉の消失

　　　　a　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

a．葉鞘中部採取直後の澱粉滞積状態

b．同材料を30．C暗所に24時間放置すると澱粉は消失するが葉鞘外部では消失し難い。

fig061301.pdf
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O．基質溶液浸磧による澱粉形成（フォスブォリラーゼの活性）

　　a－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
　　　a。暗処理により澱粉を消失させた状態（澱粉量十ト）

　　　b．基質による澱粉の形成　　　　　　（澱粉量料冊）

ブォスフォリラFゼの活性度は（b－a）であるから（冊）となる。

召）水稻各晶種の生育時期によるフ粛スフ者リラ固ゼ溝　　の活性を測定した。即ち前記と同様に操作して葉鞘切片

　性の変化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を基質に投入後，生成された澱粉の量をもつてブォフスォ

　澱粉の形成はブォスブォリラーゼによりもつとも犬き　　リラドゼの活性としテこ。尚移植期の供試材料は最タト部の

、な影響を受けると思われる・そこで第2表の如く種々の　　葉鞘を用いその湊は止め葉から3葉目の葉鞘を用い

品種について生育の各時期におけるブォスブォリラFゼ　　　た。その結果は第2表の如くである。

　　　　　　　　第2表　水稲各晶種の生育時期によるブォスフォリラーゼ活性の変化
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　この結果から普通水田に於ける農林ろ7号はフォスブォ

リヲFゼ活性の強い期間が他の晶種に比較して長いよう

である。叉ポツト栽培水稲では秋落田栽培水稲と同じよ

うに下葉から枯れ上り稲全体の色が悪く活性は普通水田

に比較していくらか弱く，特に穂孕期にはこの傾向が強

かつた第4図は秋落田に裁培した稲（農林37号）の葉鞘

各部に於けるブォス7オリラHゼ活性度を示したもので

ある。止葉より下葉になるに従い活性の低下しているこ

とを示す。

　　　　　第4図　秋落固栽培稲の葉鞘に於ける

　　　　　　　　　ブォスフォリラーゼ活性

　　　　　　　　　　（1956年9月20日採取）

　　　今　　　　⑭　　　　　　　’　　2雀

　黒点部はフォスフォリラーゼにより形成された澱粉粒で，図
　a）は地際部b）は地際部よりユ5晩c）は地際部より80独の部
　を示す◎
　1～些の番号は止め葉からの葉位を示す・

4）秘落霞並びに警通国に穀培した水縄の稻胡廠薬枯病

　発生病率

　上述の如く秋落栽培稲は健全な水田’に於て栽培された

ものよりブォスブォリブーゼめ活性が比較的阜く低下す

るものと考えられた。フォスブォリラーゼのこの様な変

化と稲胡麻葉糖病の発生との関係を見るため，秋落田と

普通固に栽培された農林ろ7号について，フォスブォリラ

ーゼ活性が最も大きく，栽培法による差の認められなか

つた8月6日と秋落現象の顕著な／0月／5日の両日にわた

り稲胡麻葉枯病の発生程度を測定した。その結果は第ろ

表の如くである。

　　第3表　秋落固並に普通剛と栽培した水稲の稲

　　　　　　胡麻葉枯病発病率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　　　　　　（各区20枚平均，一葉当り病斑数）

は秋落固水稲では既にフォスブォリラドゼ活性ぱ著しく

低下した時期に相当する。これに反し普通閏水稲では尚

フォスフォリラFゼの活性が残存し，罹病性も低かつた。

しかし葉位による罹病性の差は必ずしもフォスブォリラ

Fゼ活性と並行しないようである。

5）　護胡繭襲描病菌優入匡二よるフ宥スフ蔚リラ岬ゼ活牲

　の変化

　稲体内の7オスフォリラFゼ活性が低下した頃には稲

　　　胡麻葉枯病の発生も多くなることが明かとなつナこ

　　　が，病原菌の侵入により稲葉鞘斑周辺のフォスフ才

　　　リブーゼ活性も変化を受ける可能性が考えられ

　　　るのでこ．の点について実験を行つた。ポツトに栽

　　　培した農林37号の止葉及び止葉の葉鞘を1956年／0．

　　　月15日採取し，喧ちに接種して30◎O暗所に48時聞

　　　放置した。葉は切断して葉鞘接種と同様な方法で

　　　ペトリ皿に入れ湿室とレ噴霧接種した。この材料

　　　より切片を作り病斑褐変部周辺gブォスフォリラ

　　　Hゼ活性と，無接種の止葉及び止葉葉鞘のフォス

　　　フォリヲーゼ活性とを比較した。その結果は第4

　　　表の如くである。

　　この結果から葉及ぴ葉鞘に於ては稲胡麻葉鞘病

　菌の侵入によつてフォスブォリラーゼの活性は低

　下するものと思われる・

第4表稲胡麻葉桔病菌侵入による水稲葉並

　　　　びに葉鞘のブォスブォリラPゼ活性

　　　　の変化

蕎騎※1 1i皿1小・1・1刈・〕刈皿1X
接葉ト・ト・1土醤函TFτr劉吐小□二蟹1葉鞘什□川小

士 十 十 十
十一

i一一‘十 士 土 什 十

一一一・・
什 十一 什 十 士

｝一一｝｝什 什 十ト 什
十
ト

止め葉からの葉位

秋落田

普通田

8月　6日
10月15日

8月　6日
／0月／5日

　0．1
1／2句7

　0

1．4

2　　　3

1。ア

％。ア

0．9

0．8

7，／

6ろ。0

4．6

一／7．0

8．9

　この表を見ると8月6日に測定した結果に於ても秋落

田水稲は普通田水稲の約2借の罹病率を呈したが，この

傾向は収穫期に至つて著しく増大した。即ちこの時翔に

　か……“1回の実験にぽ4～5切片の平均をもつて示

　　　　　．したO

　　猶胡廠薬楮病病轟周迦ζ於げる澱粉彩威

　稲胡麻葉棉庵斑周辺には澱粉が滞積するこ一とに就ては
　　　　　　　　（ド，9，22）
既に報告されている。筆者等も前記の葉鞘ブォスブォリ

ラPゼ活性について実験中，病斑部では健全部に比較し

て極めて澱粉が多く暗処理しても消失し難いことを観察

したが，稲紋枯病に於ては健全部よりも病斑周辺に於て

多い様に思われた。そこで稲胡麻葉枯病病斑周辺に於け

る澱粉の滞積の原因としてブォスブォリラ←ゼ活性，暗

所に於ける澱粉の消失並びに病斑周辺細胞の透遇性につ

いて観察した。
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　（A）稲胡麻葉拮瘡々斑周辺の殴粉滞磧に要する時間

　ビニトルで巾34㎝ユ，長さ75c皿の円筒を作り，ポツトに

栽培した水稲葉（農林22号）の一部をこの筒中に入れ供

試菌懸濁液を噴霧接置した。次に一定時間震に罹病葉を

取出し次の如く澱粉の滞積程度を観察した。即ち澱粉形

成の判定につい罹病葉を95～90％アルコ←ルで葉緑素を

抜き，これを沃度沃度加里液に3日間放置し，病斑周辺

の呈色程度により肉眼又は検鏡により観察したd更に葉

片の透明度を増すためには飽水クロラール飽和溶液を適

宜用いた。その結果は第5図の如くである。

第5図　水稲成葉に稲胡麻葉枯病＝菌接種後病斑周辺に於ける澱粉滞積の時間的推移

接　種　後　経　過　　蒔　間

24 48 72． ％ 120 144

病に式斑
灘
図
形
粉
成
滞
並
積

螢 魯 聾

o 6 自

び模
善 舞

簸
薦
響

説明 針頭状病斑

小点となつて周囲は水浸状を呈する 典型的胡麻葉枯病斑となる 病斑周辺に極めて微量の澱粉を認めた 比較的広範囲こ滞積した 範囲も広く更こ多量の澱粉を滞積した

滞積
程度 ＾ ‘ 一 士 十 十卜～冊

範囲も広く更
に多量の澱粉

　この緕果接種後72時間の澱粉の滞積は見られないが，

％時間後から滞積が認められ144時間で最大に達する。

叉晴天が続くと極めて多量に形成滞積されるが，曇天で

は極めて少い。暗所に於て，叉切断葉を用いての明所及

び暗所に於ける実験では澱粉の滞積は起らなかつた。接

種後／44時間の澱粉滞積を拡大すると第6図の如くであ

り，澱粉滞積部は明瞭である。叉病斑中毒部（病斑近接

部）には澱粉の滞磧は起らない。

　　　　　　　　　　　　　　　第7図各品種による病斑周辺の澱粉形成状態

　　　　　第6図病斑周辺の澱粉滞積状態

澱粉滞積部と非滞積部（右図円内）

　（lB）品種による澱粉滞積の差異

実験中澱粉滞積には葉位，葉の部分，

品種により多少差があるように思われた

ので，各晶種の止葉の中間部病斑につい

て殴粉の滞積を比較観察した。その繕果

は第7図の如くである。

晶種 新旭 愛知旭 宝 農林／8号 農林22号 農林37号

澱
粉
形
成
状
態

奪
．1

．
套
，

嚢 舎
争

・

寺 蓼 々

　この図にも示されるように，品種による澱粉滞積の型　　　晴天が続き充分病斑周辺に滞積した澱粉が雨天叉は曇

には大きな差は見られなかつた。農林22号，農林ろ7号で　　天によつて消失するかどうかを確めた。その結果は第5

は他の晶種に比べて澱滞粉積量は少いように思われる。　　表の如くであつて滞積した澱粉は光線の不足によつて滞

　（O）病斑局辺に滞積した澱粉の消失　　　　　　　　　　積部のタト測から消失してゆく、

　　a）太陽光線不足による殴粉の消失

　　　　　　　　　　　　　　　第5表太陽光線不足による滞積澱粉の消失

時間 0 24 、侶 ア2 ％

消
失
状
態

1
皇
籍
亨
．

｛
嚢
ゼ

脅
雀
．

倫

奪

澱紛量 冊 冊 ’廿．
十ト～十 十～士
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　　b）暗処理による消失

実馳で使用したのと同程度に澱粉を滞積させた病葉を

採取し2ゴC及び30．O暗所湿室に放置し，第6表の如く一

定時間後に取出して澱粉残留量を測定した。

　　　　　第6表　暗処理による澱粉消失

時　　　間

澱揚量
23oC

30◎C

冊

冊

・・1蝸

冊

什

什

十

72

朴

土～一

％

十

　第5・6表より滞積した澱粉は程度には差があるが，

暗処理により消失することは明かである。暗処理ろ0◎O区

では処理隻72時間で殆ど消失し，94時間では本実験に於

ては澱粉は完全に消失した。尚澱粉は滞積部のタト側から

消失するが，中毒部との境に滞積した澱粉は消失し難い

傾向がある。

　（D）病斑司辺細胞の細胞膜透過性

　前記の如く病斑周辺澱粉が滞積する。それは光線の不

足によつて消失する。この場合周辺に於て澱粉が糖化し

他に粒動するかどうかについて疑問がある。依て次の如

き観察をした。

　水稲農林37号の罹病葉を切り取りヱフクシン溶液に捜

入して24時間後に病斑周辺細胞の染色度合を検鏡した。

その結果葉脈が主に染り茅叉壊死部にある導管も染色さ

れた。このよう．な方法では病斑周辺の細胞膜透過性につ

いて知ることが困難である。そこで同晶種を用い葉鞘接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　r23）
種し，48時間後に表皮をピ／セツトで剥ぎ，この切片を

中性赤溶液に15～20分間浸漬した後，4M尿素液申で原

形質赤離を起させた。その結果菌糸の侵入した細胞では

原形質分離を認めなかつたが，未だ侵入を受けない隣接

細胞では原形質分離が起つた。この事実と病斑周辺滞積

澱粉の消失から菌糸の侵入をうけない病斑隣接細胞では

細胞膜の透過性は尚減じていないと思われる。

　　　　　　　　㎜　考　　　　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2－7，14－16）
　植物体内のフォスフォリラ←ゼについては多くの研究

がなされており，叉その酵素と関係のある植物体の澱癌
　　　　　　　　　　　　　（9－12，1S，11㌧21）
についても各種の研究がある。しかし未だ病理学的考察

を加えた報告は少いようである。フォスフォリラ｝ゼに

ついての実験結果は前記の如くであり，稲体内のブォス

フォリラーゼ活性部位は導管・厚膜細胞・表皮細胞・機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
動細胞に於ては認められなかつた。これは相見の観察と

一致する。従つて筆者等も上記以タトの組織に於けるラォ

スフォリラドゼの活性を観察し，秋落現象と稲胡麻葉枯

病発生との関係を明かにしようとした。

　秋落田で栽培された水稲は下葉から黄化して枯れ上つ

て行く傾向があり，稲が黄化しても尚本酵素の活性は認

められるが次第に滅少して遂に判別出来なくなる。品種

間のブォスフォリラ←ゼ活性の差は顕著ではないが，秋

落田に栽培された稲では普通田栽培稲よりも阜期に活性

が減少するものと思われる。即ち秋落固の稲体が急に衰

弱する時期と並行して活性も滅少する上うである。一方

稲胡麻葉枯病の発生状態は最高分棄期頃（8月6日頃）普

通田，秋落田共に略々等しい。而して穂孕期頃から次第

に病斑数も増加して収穫期に至つて（10月／5日）極めて

多数の病斑が認められるようになる。秋落田での収穫籾

は稲胡麻葉枯病の為に褐色によじれているものが多く認

められた。このことから稲胡麻葉枯病の発生時期は，下

葉が枯れる時期即ちフ才スフォリラFゼ活性が減少する

時期と一致しているようである。稲体のフォスフォリヲ．

ドゼ活性低下と同時に稲胡麻葉枯病が発生し形成されテこ

病斑周辺では澱粉が多量に滞積しフ特に秋落田水稲は自

然発生した稲胡麻葉枯病の病斑数が多い為豆殴粉滞積量

は更に大きなものと考えられる。こめような現象は稲体

内の澱粉生産を妨げ，或は病斑周辺に撰粉を停滞せしめ

て籾への移行に支障を来すであろう。叉筆者等の実験緕

果から菌の侵入によつてフォス7オリラFゼ活性が低†

することを認めすこが，之等は何れも秋落現象を益々助長

させると思われる。稲胡麻葉枯病々斑周辺に澱粉が滞積
　　　　　　　　　　≦819122）
すると云う報告はあるが，その原因に就ては尚不明な点

が多い。筆者等の実験では稲湖麻葉枯病菌接種によつて

出来た病斑周辺組織のフォスフォリラ←ゼ活性は低下し

アこ。しかしフォスフォリラ←ゼの活性度はタト発条件の変
　　　　　　　　　　　　　　（1S，工9）
化によつて支配されるという報告もあるのでヲ菌の侵入

が直接本酵素の活性を低下させるとは断定出来ない。

　澱粉が滞積した病班を暗所に放置すると澱粉が消失す

、ることからみても，アミラ←ゼの活性は病≡斑周辺に於て

全く失われるとは考えられない。菌侵入部隣接細胞では

細胞膜の透過性には大きな変化がないと思われるので1

病斑周辺の澱粉滞積は細胞膜の透過性とは関係がないで

あろう。叉病斑周辺でアミラ←ゼの活性が低下するとい
　　　　（21）
う報告や，葉肉細胞内の水素イオン濃度は露光により大

となりその結果7オスフ、オリラドゼの作用は大となるが
　　　　　　　　　　　　　　　　（111）
アミラドゼの作用は小となるという報告もあるので周辺

の澱粉滞積についてはフォスフォリラーゼ活性の低下に

比しアミラ←ゼ活性の低下が著しく大きいため差引の結

果として澱粉が滞積するのではないかと推察されるのが

この点については今後の研究に委ねたい。

　　　　　　　　V　摘　　　　要

（1）本論文では秋落と稲胡麻葉枯病の発生，特にブォス

フォリラーゼ活性との関係を実験調査しその結果を記述

一＿■
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　した。

（21稲体内に於て表皮細胞導管　厚膜細胞　機動細胞

　を除いたすべての細胞に於てブォス7オリラーゼの活

　性が認められた。

（ろ）フォスフォリラHゼ滑性は秋落に強い品種でも大き

　な差は認められなかつたが，秋落田に栽培された水稲

　は普通E日栽培水稲に比較して阜くから活性が滅少し，

　活性の高い期間が短い。叉穂孕期頃からの活性低下に

　伴つて稲胡麻葉枯病の発生が増大した。

（4）稲胡麻葉枯病の接種試験から病斑周辺ではフォス

　フォリラHゼの活性が滅少するように思われる。

（5）病斑周辺に滞磧された澱粉は暗旭理によつて消失す

　る。叉病斑周辺組織の透過性そこは変化を認めなかつ

　た。
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　　　　　　　　　　S凹㎜mary
（1）In　the　present　paper，the　writers　d．escribed　the

resuヱt1s　of　experim－eエユts　and　inYestig軌三〇ns　o1ユ　the

re1at三〇n　of“Akiochi－Pheno㎜．enon”and　th6occurence

of　IIe1nユヱnthospo11ose　o11I1ce　pIant；㍉　Pa■It1cuI蛆1y　on

the　change　o迂phospho工y1ase　actユY1ty　du工1nσ尤he

process　of　pヱant　growt1h．

（2）In　the　pヱant　tissues，Phosphory1a§e　acせYity　wa・s

found．in　eYery　part　of　pユant，except　epidern1is，Yesse］，

scユerenchy皿aand。皿oto卜ceu．

（3）S1σn1Hcant　d1fference　of　phosphoヱy1ase　act≡1v五ty

be七ween　the　resistan尤and　the　susceptib1e　yarieties

of　rice　p1秘nt1s　cu王tiyated　on“Ak三〇chi”reg三〇皿had11ot

been　nユentioned．1日oweyer，those　pユalnts　grown　in

“Ak三〇chi”一region，showed　weaker　acti▽i尤y　in　ear1ier

s佃gesth狐inthosew1ユichwe・eg・owni皿o・dina・y

pヱace　On　the　oth砒hand，the　occuヱe1ユce　of　He工皿uト

thospor三〇se　increased　acco㎜p狐ying　with　the

d－ecrease　of　phosphoryヱase　a■ctiy三ty．

（4）It　seenユs　1ike工y　th＆t　phosphory1ase　actiYity　de－

crease（丑in　t≡he　tissues　around－the1esions　ca．used　by

1㎜一e現ns　of　inocu1ation　with　Coch1ioho1us　nユ三Yaちeを北nus。

（5）A1though　the　starch　which　was　accu1皿u五批ed

a工o㎜ヰthedls帥sedspotson1e・Yes　dis・PP鮒ed

when　these1eayes　were　put　in　d皇孔rk　pユaces，oby三〇us

change3had一］ユot　been　obserYed　in　the　pernユeabi1ity

・f・・u－m・n・b工・n・班㎝ndth・spoお・o㎜p鮒ingwith

thatOf三nnOnuaヱtiSSueS．


